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　社会貢献活動の一環として森づくりや森林体験等、自然を身近に感じることで地
球環境保護の大切さを実感する催し“グリーンジョブぎふ2019”が6月1日（土）可児
市久々利の「我田の森」において開催された。退職者の会からは岐阜地区、中濃地区
の会員9名が参加、情報労連現役の仲間16名とともに間伐伐採作業に汗を流した。

全国統一環境保護アクション
～グリーンジョブぎふ2019～

皆さまの
ご支援を
お願い
します。

組
織
内
議
員

「
吉
川
さ
お
り
」

参
議
院
議
員

25
回
参
議
院
選
挙
の
意

義
に
つ
い
て
は
、
本
編

に
記
載
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
従
っ
て
こ
こ
で
は
、
参
議

院
選
挙
の
課
題
に
つ
い
て
触
れ

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
参
議
院
選
挙
の
課
題

に
つ
い
て
は
い
く
つ
か
考
え
ら

れ
ま
す
が
、
何
と
言
っ
て
も
最

大
の
課
題
は
、
野
党
勢
力
が
ど

こ
ま
で
ま
と
ま
る
こ
と
が
で
き

る
の
か
、
そ
の
こ
と
に
尽
き
る

と
思
い
ま
す
。
安
倍
政
権
に
対

抗
す
る
に
は
そ
の
こ
と
が
不
可

欠
だ
と
考
え
る
か
ら
で
す
。

 

し
か
し
、
私
が
こ
の
原
稿
を

書
い
て
い
る
６
月
８
日
の
時
点

に
お
い
て
も
、
野
党
陣
営
の
足

並
み
の
乱
れ
ば
か
り
が
目
に
付

き
ま
す
。
去
る
６
月
２
日
、
今

回
の
参
議
院
選
挙
の
主
戦
場
に

な
る
と
思
わ
れ
る
32
の
一
人
区

の
う
ち
、
30
の
選
挙
区
に
お
い

て
候
補
者
の
一
本
化
が
行
な
わ

れ
た
こ
と
を
新
聞
各
紙
が
報
じ

ま
し
た
。
こ
れ
だ
け
見
る
と
、

野
党
統
一
に
よ
る
候
補
者
の
選

定
が
順
調
に
進
ん
で
い
る
よ
う

に
思
わ
れ
ま
す
が
、
実
際
は
そ

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

残
念
な
こ
と
で
す
が
、
立
憲

民
主
党
と
国
民
民
主
党
に
よ
る

主
導
権
争
い
や
、
足
の
引
っ
張

り
合
い
の
よ
う
な
話
し
が
後
を

絶
た
な
い
の
で
す
。
元
々
こ
の

両
者
は
民
主
党
・
民
進
党
か
ら

派
生
し
た
政
党
で
あ
り
、
本
来

は
兄
弟
の
よ
う
な
間
柄
で
す
。

し
か
し
参
議
院
選
挙
を
目
前
に

し
た
今
、
近
親
憎
悪
に
も
似
た

対
立
の
構
図
ば
か
り
が
目
に
付

き
ま
す
。
一
体
敵
は
誰
な
の

か
、
と
思
わ
ず
言
い
た
く
な
る

よ
う
な
有
り
様
で
す
。
政
党
が

政
策
を
巡
っ
て
対
立
す
る
こ
と

は
あ
る
程
度
仕
方
が
な
い
と
し

て
も
、
支
持
団
体
で
あ
る
労
働

組
合
組
織
が
そ
れ
に
よ
っ
て
振

り
回
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
だ
け

は
避
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
実
際
に
は
、
す
で

に
連
合
加
盟
の
各
産
別
組
織

は
、
そ
れ
ぞ
れ
立
憲
民
主
党
あ

る
い
は
国
民
民
主
党
の
い
ず
れ

か
を
選
択
し
、
選
挙
活
動
を
進

め
て
い
ま
す
。
参
議
院
選
挙
の

結
果
が
ど
う
で
あ
れ
、
連
合
が

結
成
以
来
30
年
か
け
て
積
み
上

げ
て
き
た
「
政
治
戦
線
の
統

一
」
が
極
め
て
危
機
的
な
状
況

に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
選

挙
本
番
ま
で
に
時
間
的
な
余
裕

は
そ
れ
ほ
ど
あ
り
ま
せ
ん
が
、

両
党
に
は
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
最
善

を
尽
く
す
こ
と
を
求
め
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
衆
議
院
解
散
・
総

選
挙
に
伴
う
ダ
ブ
ル
選
挙
の
噂

が
絶
え
ま
せ
ん
。
そ
の
多
く
は

「
今
な
ら
野
党
の
候
補
者
が
揃

わ
な
い
か
ら
」
と
い
う
こ
と
を

根
拠
に
し
て
い
る
よ
う
で
す

が
、
こ
こ
で
も
野
党
の
だ
ら
し

な
さ
ば
か
り
が
目
立
ち
ま
す
。

私
は
こ
の
段
階
で
の
判
断
と
し

て
ダ
ブ
ル
選
挙
の
可
能
性
に
つ

い
て
は
否
定
的
に
考
え
て
い
ま

す
。
そ
の
理
由
は
、
こ
の
タ
イ

ミ
ン
グ
に
お
け
る
解
散
・
総
選

挙
は
、
与
党
陣
営
に
と
っ
て
も

リ
ス
ク
が
多
す
ぎ
る
と
思
わ
れ

る
か
ら
で
す
。
し
か
し
、
何
が

起
き
る
か
分
か
ら
な
い
の
が
政

治
の
世
界
。
常
在
戦
場
の
気
持

ち
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
準
備

に
あ
た
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

第
25
回
参
議
院
選
挙
は
、
健

全
な
議
会
制
民
主
主
義
を
取
り

戻
す
た
め
の
極
め
て
重
要
な
闘

い
で
あ
る
こ
と
、
加
え
て
政
権

交
代
可
能
な
二
大
政
党
体
制
を

構
築
す
る
足
が
か
り
と
す
べ
き

こ
と
、
そ
れ
ら
を
通
じ
て
衆
議

院
選
挙
に
向
け
た
足
場
固
め
を

行
な
う
闘
い
で
あ
る
こ
と
、
こ

れ
ら
の
諸
課
題
を
念
頭
に
全
力

で
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

第

べ
ら
ぼ
う
に

過
酷
で
危
険

な
商
売
を
目

の
当
た
り
に

し
、
最
後
の

見
学
地
を
後

に
し
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、

「
リ
ト
リ
ー

ト
た
く
ら
」で
昼
食
を
取
り
、バ

ス
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
へ
の
帰

路
と
な
っ
て
、
今
年
度
の
バ
ス

旅
行
が
終
演
と
な
り
ま
し
た
。

　

各
バ
ス
の
世
話
役
の
皆
様
、

参
加
し
て
頂
い
た
会
員
の
皆
様

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に

次
回
、
多
数
の
皆
様
の
参
加
を

心
よ
り
願
っ
て
い
ま
す
。

ら
１
３
２
名
が
参
加
、
粟
津
温

泉
で
の
一
泊
の
旅
を
楽
し
み
ま

し
た
。

　

今
回
は
、名
所
旧
跡
を
訪
ね

な
が
ら
も
ゆ
っ
た
り
と
し
た
行

程
で
し
た
。各
地
区
か
ら
の
バ

ス
６
台
は
、
一
路
昼
食
場
所
の

五
箇
山「
さ
さ
ら
館
」へ
集
結
し

ま
し
た
。

　

午
後
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ

イ
ド
に
案
内
さ
れ
、
金
沢
城
石

川
門
を
特
別（
定
休
日
を
貸
切
）

に
拝
観
、
金
沢
城
公
園
を
ゆ
っ

く
り
散
策
後
、
バ
ス
は
一
路
宿

泊
地
の
粟
津
温
泉
へ
向
か
い
ま

し
た
。

　

粟
津
温
泉「
の
と
や
」は
、
創

　

第
41
回
バ
ス
旅
行
は
５
月
21

日
〜
22
日
の
２
日
間
、
初
日
は

出
発
前
ま
で
雨
で
し
た
が
、
奇

跡
的
に
晴
れ
て
き
て
、
２
日
目

も
晴
れ
の
な
か
、
県
下
各
地
か

業
し
て
以
来
、
７
０
０
年
と
い

う
長
い
歴
史
を
持
つ
由
緒
あ
る

粟
津
温
泉
の
温
泉
旅
館
で
、
館

内
す
べ
て
の
温
泉
施
設
で
自
家

源
泉
を
使
っ
て
お
り
ま
す
。外

人
客
や
日
帰
り
入
浴
を
断
り
、

宿
泊
の
お
客
様
が
チ
ェ
ッ
ク
イ

ン
か
ら
チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
ま
で

（
24
時
間
）、
い
つ
で
も
入
浴
で

き
ま
す
。

　

自
家
源
泉
１
０
０
％
の
湯
で
、

神
経
痛
、高
血
圧
症
、動
脈
硬
化

症
筋
肉
痛
、
痔
疾
な
ど
に
効
果

を
発
揮
し
、
新
陳
代
謝
を
促
進

し
、全
身
の
細
胞
を
活
性
化
し
て

く
れ
ま
す
の
で
、
肌
を
若
返
ら

せ
、
高
い
美
容
効
果
が
期
待
で
き

た
こ
と
で
、
元
気
一
杯
健
康
に
な

れ
た
と
思
い
ま
す
。

　

夜
の
懇
親
会
は
、武
田
会
長
、

細
江
分
会
長
の
挨
拶
の
後
、
杉

野
西
濃
地
区
協
会
長
の
音
頭
で

乾
杯
し
ま
し
た
。そ
の
後
、ホ
テ

ル
若
手
社
員
に
よ
る
踊
り
・
歌

が
披
露
さ
れ
、
飛
騨
地
区
全
員

で
の「
飛
騨
ヤ
ン
サ
」や
西
濃
の

「
歌
と
踊
り
」、
中
濃
の
岡
本
さ

ん
の「
剣
舞
と
居
合
抜
き
」、
岐

阜
の
「
吉
川
さ
お
り
応
援
の
手

品
」
や
「
大
漁
歌
い
込
み
」
な
ど

の
後
、日
頃
鍛
え
た
自
慢
の
ノ

ド
で
多
く
の
方
が
歌
を
披
露

し
、
盛
況
の
う
ち
に
終
演
と
な

り
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、「
お
菓
子
の
城
加

賀
藩
」で
休
憩
し
、
一
路「
北
前

船
主
の
館
」へ
向
か
い
ま
し
た
。

　
「
北
前
船
主
の
館
・
右
近
家
」

で
は
、
特
別
に
定
休
日
に
開
館

し
て
も
ら
い
、
ユ
ー
モ
ア
と
地

元
の
方
言
を
織
り
交
ぜ
た
楽
し

く
判
り
易
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ

イ
ド
に
案
内
さ
れ
、
運
送
と
行

商
が
一
体
化
し
た
商
売
の
沿
岸

貿
易
船
が
、
南
は
大
阪
か
ら
北

は
蝦
夷
地（
北
海
道
）ま
で
巡
っ

て
各
地
の
港
で
海
産
物
や
名
産

品
を
買
い
付
け
て
船
に
積
み
、

そ
れ
を
ま
た
別
の
港
で
売
り
さ

ば
き
な
が
ら
の
船
旅
と
い
う
、

野
党
再
生
の
試
金
石

　
　
　
　
第
２５
回
参
議
院
選
挙

Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
退
職
者
の
会
岐
阜
県
支
部
協
議
会　
　

会
長　

武　

田　

康　

郎

金
沢
城
石
川
門
の
特
別
拝
観
と

粟
津
温
泉
な
ど
を
訪
ね
る
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５
月
８
〜
10
日
の
日
程
で
静

岡
県
伊
東
市
で
開
催
さ
れ
た
全

国
交
流
集
会
に
参
加
し
ま
し

た
。北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
１

２
３
名
、
中
央
協
・
本
部
か
ら

16
名
の
方
が
、
ま
さ
し
く
全
国

か
ら
集
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

　
﹇
１
日
目
﹈・
中
央
協「
石
原
」

会
長
挨
拶
・
中
央
本
部
か
ら
組

織
内
候
補「
吉
川
さ
お
り
」三
選

に
向
け
て
・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
退
職

者
の
会
の
概
要
と
課
題
な
ど
。

﹇
２
日
目
﹈・「
持
続
可
能
な
社

会
保
障
」と
題
し
て（
年
金
・
保

険
・
医
療
・
介
護
）
な
ど
の
講

話
は
退
職
者
と
し
て
身
近
な
内

容
で
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
20
人
程
の
グ

ル
ー
プ
６
班
に
分
か
れ
、
分
散

会
と
し
て
各
支
部
協
・
地
区
協

の
活
動
内
容
紹
介
な
ど
活
発
な

意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。全
体

を
通
し
て
の
印
象
と
し
て
「
参

加
者
は
地
区
協
幹
事
が
最
も
多

い
」「
副
会
長
や
事
務
局
次
長
等

の
役
職
も
26
地
域
で
見
ら
れ

た
」「
幹
事
に
仕
事
を
割
り
振
っ

て
い
る
」
な
ど
地
区
協
を
運
営

す
る
上
で
参
考
と
な
る
の
で
は

と
思
い
ま
し
た
。

（
記　

西
濃
地
区
事
務
局
長
：

小
倉
厚
司
、
飛
騨
地
区
事
務
局

長
：
長
瀬
敬
純
）

　

5
月
14
日
（
火
）
ワ
ー
ク
プ

ラ
ザ
岐
阜
に
お
い
て
、
生
涯
学

習
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
た
。

退
職
者
の
会
か
ら
は
岐
阜
地
区

の
会
員
13
名
が
参
加
。

　

「
テ
ー
マ
：　

私
た
ち
の
暮

ら
し
と
政
治
」
と
題
し
て
、
日

本
労
働
組
合
総
連
合
会
（
連

合
）
政
治
セ
ン
タ
ー
の
井
村
事

務
局
長
か
ら
講
演
が
あ
り
ま
し

た
。

　

地
方
の
現
状
と
課
題
や
地
方

政
治
の
重
要
性
及
び
国
政
の
課

題
と
し
て
、
第
25
回
参
議
院
選

挙
や
消
費
税
率
の
引
上
げ
・
憲

法
改
正
な
ど
に
つ
い
て
勉
強
し

ま
し
た
。

米　

寿（
88
歳
）

【
岐
阜
】足
立　

千
年　

田
辺　

光
雄

【
西
濃
】浅
野　

文
子

【
中
濃
】秋
山　
　

政

【
東
濃
】松
田
り
つ
子　

加
藤　

鋭
一

　
　
　

丹
羽
な
つ
子

【
飛
騨
】岩
長　

欽
二　

小
笠
原
昭
一

傘　

寿（
80
歳
）

【
岐
阜
】日
比
野
君
子

【
西
濃
】矢
橋　

郁
子　

山
田
紀
美
子

【
中
濃
】梅
村　

輝
明　

加
藤　
　

邁

　
　
　

小
林　
　

功

【
東
濃
】新
美　

敬
子　

森
谷　

清
子

　
　
　

足
立　

泰
啓　

市
脇
富
美
子

【
飛
騨
】森
下　
　

文

【
岐
阜
】佐
野　

聡
男　

永
田　

利
夫

　
　
　

田
中　

正
真　

安
江　

英
次

　
　
　

赤
堀　

三
郎　

平
光　

一
夫

　
　
　

加
藤　

一
行　

【
西
濃
】若
山　

豊
光　

堅
田
美
津
子

　
　
　

山
田　

久
江　

伊
藤
美
枝
子

　
　
　

岡
田
久
二
雄　

安
藤　

寿
昭

【
中
濃
】木
村　

龍
男　

遠
藤　

弘
子

　
　
　

仙
石
美
代
子

【
東
濃
】西
山　
　

誠　

西
尾　

弘
之

　
　
　

横
山
満
寿
夫　

市
橋　

詔
二

　
　
　

古
川　

敏
勝　

岩
井　

淳
二

喜　

寿（
77
歳
）

古　

希（
70
歳
）

【
岐
阜
】川
上　

泰
明　

平
田　

礼
子

　
　
　

梅
田　

卓
夫　

馬
瀬
口
良
平

　
　
　

高
橋　

信
次　

藤
田　

正
幸

　
　
　

西
林
恵
美
子　

大
場　

輝
善

　
　
　

林　
　

時
夫　

矢
島　

武
夫

　
　
　

長
良　

雅
廣　

熊
田　

謙
一

　
　
　

冨
田　

和
夫　

棚
橋　
　

清

【
西
濃
】福
永
か
を
る　

柳
瀬　

幹
雄

　
　
　

奥
田　

清
輝　

小
野　

好
子

　
　
　

富
岡　
　

進　

林　
　

信
夫

【
中
濃
】玉
置　

好
信　

柘
植　

賢
一

　
　
　

武
藤　

宣
勝　

児
山　

安
充

　
　
　

伊
藤　
　

勝　

後
藤　

友
晴

　
　
　

久
田　

常
雄　

河
合　

秀
子

　
　
　

鈴
木　

竹
久　

森　

美
紀
子

【
東
濃
】土
方　

敏
晴　

松
葉
ミ
ハ
ル

　
　
　

宮
原　

美
由　

渡
辺　

忠
和

　
　
　

栗
田　

芳
明

【
飛
騨
】高
木　

敏
則　

白
川　

利
夫

　
　
　

大
沼
な
な
み　

岩
山　

純
二

　
　
　

神
戸　

律
子　

笹
俣　

祥
路

　
　
　

溝
脇　

芳
郎　

田
尻　

光
子

賀
寿
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
２
０
１
９
年
４
月
〜
６
月
）（
敬
称
略
）

（
２
０
１
９
年
４
月
〜
６
月
）

会
員
動
静（
敬
称
略
）

【
岐
阜
】竹
中　

鉄
美　

【
中
濃
】多
治
見
直
樹　

【
岐
阜
】長
縄　

義
夫　

佐
野　

有
功

　
　
　

今
尾　

武
員

【
西
濃
】東　
　
　

昂　

【
中
濃
】多
治
見
昭
一　

餌
取　

裕
子

　
　
　

堀
部　

信
子

【
東
濃
】安
藤
つ
や
子

新
入
会
員
ご
紹
介

訃
　
　
報

　
　
　

吉
村　

吉
雄　

小
栗　

捷
洋

　
　
　

渡
邉　

五
月　

武
市　

忠
章

　
　
　

松
村　

宣
子　

林　
　

真
一

　
　
　

中
野　

幸
雄

【
飛
騨
】山
口　

岸
子　

塚
越　
　

功

　
　
　

溝
畑　
　

実　

小
西　

正
毅

　
　
　

鍛
冶　

恭
子

第２５回
参議院選挙闘争の

意義

第２５回
参議院選挙闘争の

意義

全
国
交
流
集
会
に
参
加
し
て

生
涯
学
習
セ
ミ
ナ
ー

　
　 

　
　
　（
岐
阜
県
退
職
者
連
合
）

働
く
こ
と
を
軸
と
す
る

安
心
社
会
の
実
現
へ

第
90
回
岐
阜
県
中
央
メ
ー
デ
ー

　

第
25
回
参
議
院
選
挙
は
、
７

月
４
日
公
示
、
21
日
投
開
票
で

実
施
さ
れ
ま
す
。皆
さ
ん
の
手

元
に
、
こ
の「
友
情
第
98
号
」が

届
く
頃
は
、
文
字
通
り
参
議
院

選
挙
の
本
番
か
ら
終
盤
に
さ
し

か
か
っ
た
と
こ
ろ
か
も
知
れ
ま

せ
ん
。改
め
て
今
回
の
参
議
院

選
挙
の
意
義
に
つ
い
て
考
え
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

良
く
言
わ
れ
る
こ
と
で
す

が
、衆
議
院
選
挙
が「
政
権
を
選

択
す
る
選
挙
」だ
と
す
れ
ば
、参

議
院
選
挙
は
政
権
に
対
す
る

「
中
間
評
価
の
機
会
」だ
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。そ
の
意
味
で
は
、

今
回
の
参
議
院
選
挙
に
お
け
る

最
大
の
意
義
は
、
現
在
の
安
倍

政
権
を
国
民
・
有
権
者
が
ど
う

評
価
し
て
い
る
の
か
、
そ
の
こ

と
を
問
う
た
め
の
選
挙
だ
と
言

う
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま

す
。

　

安
倍
政
権
は
発
足
後
７
年
目

に
入
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は

戦
後
で
は
３
番
目
、
戦
前
も
含

め
る
と
５
番
目
と
い
う
長
期
政

権
に
な
り
ま
す
。こ
う
し
た
長

期
政
権
を
維
持
で
き
た
背
景
に

は
、
１
９
９
４
年
に
行
な
わ
れ

た
選
挙
制
度
改
革
に
よ
る
と
こ

ろ
が
極
め
て
大
き
い
と
思
い
ま

す
。従
来
の
中
選
挙
区
制
度
が

小
選
挙
区
・
比
例
代
表
制
に
改

め
ら
れ
、
選
挙
は
個
人
か
ら
政

党
本
位
で
行
な
わ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。一
方
で
政
治
資

金
に
対
す
る
規
制
が
強
化
さ

れ
、
政
治
資
金
は
政
党
に
集
中

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。こ

の
二
つ
の
事
柄
に
よ
っ
て
、
党

執
行
部
が
握
る
「
公
認
権
」
や

「
政
治
資
金
分
配
権
」が
大
き
な

意
味
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て

行
っ
た
の
で

す
。自
民
党
執

行
部
の
頂
点
に

い
る
の
は
、
言

う
ま
で
も
な
く

党
の
総
裁
で
あ

る
安
倍
首
相
で

す
。さ
ら
に
２

０
０
１
年
の
省

庁
再
編
に
よ
っ

て
、
内
閣
府
や

内
閣
担
当
大
臣

配
置
さ
れ
、
首

相
の
政
策
形
成

を
支
え
る
体
制

が
よ
り
強
固
な

も
の
と
な
り
、

権
力
構
造
が
完

成
さ
れ
て
行
っ

た
の
で
す
。

　

私
た
ち
は「
政
権
の
長
さ
」や

「
権
力
の
集
中
」を
問
題
に
し
て

い
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。そ

の
こ
と
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ

た「
副
作
用
」に
こ
そ
、
大
き
な

問
題
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
の

で
す
。例
え
ば
、２
０
１
７
年
２

月
に
起
き
た
森
友
学
園
問
題
、

同
じ
く
３
月
に
起
き
た
加
計
学

園
問
題
。こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も

学
園
の
経
営
者
が
首
相
あ
る
い

は
そ
の
周
辺
と
近
い
関
係
を

持
っ
て
い
た
た
め
に
、
何
ら
か

の
優
遇
を
受
け
た
の
で
は
な
い

か
、
あ
る
い
は
官
僚
が
首
相
の

意
思
を「
忖
度
」し
た
の
で
は
な

い
か
、
と
い
う

こ
と
を
問
題
に

し
た
の
で
す
。

さ
ら
に
は
、
２

０
１
５
年
の
安

保
関
連
法
案
を

巡
る
論
議
、
あ

る
い
は
２
０
１

７
年
の
共
謀
罪

関
連
法
案
を
巡

る
論
議
の
際
な

ど
、
い
ず
れ
も

十
分
な
議
論
が

行
な
わ
れ
な
い

ま
ま
「
強
行
採

決
」
が
行
な
わ

れ
ま
し
た
。多

数
決
も
民
主
主

義
の
手
法
の
一

つ
で
あ
る
こ
と

は
十
分
承
知
を
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
少
数
意
見
に
も
耳
を

傾
け
な
が
ら
、
十
分
な
議
論
を

尽
く
す
と
い
っ
た
努
力
や
配
慮

が
あ
っ
て
こ
そ
の
民
主
主
義
だ

と
思
う
の
で
す
。

　

そ
し
て
直
近
の
例
で
は
、
厚

生
労
働
省
の
毎
月
勤
労
統
計
の

不
正
問
題
が
あ
り
ま
す
。こ
の

よ
う
に
安
倍
政
権
の
７
年
間
を

振
り
返
っ
て
見
る
と
、
そ
れ
は

最
早
「
副
作
用
」
な
ど
で
は
な

く
、
そ
れ
こ
そ
が
安
倍
・
一
強

政
治
の
持
つ「
本
質
」だ
と
断
ぜ

ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。政
治
そ
の

も
の
が「
危
機
的
状
況
」に
あ
る

と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
で

し
ょ
う
。こ
ん
な
政
権
に
は

早
々
に
退
陣
し
て
も
ら
い
た
い

と
思
う
の
で
す
が
、
野
党
に
対

す
る
支
持
率
も
依
然
と
し
て
低

迷
を
続
け
て
お
り
、
政
治
状
況

を
大
き
く
改
革
す
る
こ
と
は
容

易
な
こ
と
で
は
な
い
と
い
う
こ

と
も
ま
た
事
実
で
す
。

　

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
、
そ

れ
は
何
と
言
っ
て
も
「
組
織
内

候
補
・
吉
川
さ
お
り
」
の
三
選

を
果
た
す
こ
と
、
こ
れ
に
尽
き

る
と
思
い
ま
す
。安
倍
政
権
の

下
で
進
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い

る
強
権
的
な
政
治
に
歯
止
め
を

か
け
、
社
会
保
障
制
度
の
こ
れ

以
上
の
切
り
下
げ
や
、
平
和
憲

法
の
改
悪
を
許
さ
な
い
た
め
に

も
、皆
さ
ま
の
力
を
結
集
し「
吉

川
さ
お
り
」
の
三
選
必
勝
を
果

た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。会
員

の
皆
さ
ま
、
そ
し
て
家
族
の
皆

様
の
ご
支
援
を
心
か
ら
お
願
い

致
し
ま
す
。

　

〝
格
差
を
な
く
し
、
平
和

を
守
る
！
笑
顔
あ
ふ
れ
る
未

来
を
つ
く
ろ
う
、
す
べ
て
の

仲
間
の
連
帯
で
！
〞
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
、
第
90
回
岐
阜

県
中
央
メ
ー
デ
ー
が
４
月
26

日
、
J
R
岐
阜
駅
北
口
信
長

ゆ
め
広
場
で
開
か
れ
、
情
報

労
連
か
ら
は
30
人
（
退
職
者

の
会
12
人
）
が
参
加
し
た
。

　

統
一
自
治
体
選
挙
が
行
わ

れ
た
関
係
で
、
夜
間
の
開
催

と
な
っ
た
式
典
で
は
、
主
催

者
代
表
、
来
賓
の
挨
拶
が

あ
っ
た
あ
と
、
震
災
の
復
興

支
援
や
働
く
者
の
「
底
上

げ
・
底
支
え
」
、
「
格
差
是

正
」
の
実
現
に
む
け
た
メ
ー

デ
ー
宣
言
を
採
択
し
た
後
、

J
R
岐
阜
駅
〜
名
鉄
岐
阜
駅

〜
金
公
園
ま
で
市
内
を
ア

ピ
ー
ル
行
進
し
、
労
働
環
境

の
改
善
を
訴
え
た
。


